
令和６年度  
管内景気動向調査報告  

【第4四半期：令和7年1月～3月】

高山西商工会
経営発達支援事業



調査概要

調査目的：管内小規模事業者の景気動向等を収集・周知することで、地域経済の動向

調査目的：把握並びに将来予測、それらを踏まえた事業活動に役立てていただく。

調査対象：高山西商工会管内の小規模事業者　１５事業者

調査目的：【内訳】製造業：３、建設業：２、小売業：４、サービス業：６

調査時期：令和7年3月中旬～令和7年3月下旬

調査方法：調査票を用いての聞き取り等

調査内容：売上高、仕入単価、客単価、客数、採算、資金繰り、従業員数、

調査内容：業界の景気状況、設備投資の有無　等
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業種
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製造業 3

建設業 2

小売・卸売業 4

サービス業 6



売上高：前年同時期（R6年1～3月）と比べて
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6.7％

6.7％

6.7％

6.7％



仕入単価：前年同時期（R6年1～3月）と比べて
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客単価：前年同時期（R6年1～3月）と比べて
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6.7％



客数：前年同時期（R6年1～3月）と比べて
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6.7％

6.7％



採算：前年同時期（R6年1～3月）と比べて
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資金繰り：前年同時期（R6年1～3月）と比べて
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従業員数：前年同時期（R6年1～3月）と比べて
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6.7％

6.7％



業界の景気状況：前年同時期（R6年1～3月）と比べて
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6.7％



景気判断の背景についてのコメント
【好転傾向】
● スキー客が多かった。（雪が多く降ったため）（宿泊サービス業）
● 雪が多かったため、除雪での売上が上がった。（燃料小売業）

【悪化傾向】
● 1～3月については、4～6月の工事案件の準備などに追われる期間が中心となり、工場の稼働率も下がった。

3月中旬以降は一転し、 6月まではフル稼働の予定。（建設業）
● 仕入や光熱費、人件費が上がり大変に思う。（飲食サービス業）
● 仕入金額が上がるが転嫁しづらい。（自動車小売業）
● 先行きがかなり不安です。（小売業）
● これからも仕入単価が上がりそうだが、客単価はなかなか上げられない。（飲食サービス業）

【特段の傾向なし】
● 物価上昇により消費に対して慎重になっているが、魅力的な商品・イベント等コンテンツを充実することで売上

に繋げていけるのではと思います。（木製品製造業）
● 年度末で仕事量は増加しているが、物価高騰もあり利益増に繋がっていない。（木製品製造業）
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今期（R7年1～3月）の景気状況
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今期（R7年1～3月）の採算（利益）
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6.7％



今期（R7年1～3月）の従業員数
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6.7％



景気状況：来期（R7年4～6月）の見通し
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6.7％



採算（利益）：来期（R7年4～6月）の見通し
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6.7％



従業員数：来期（R7年4～6月）の見通し
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6.7％



今期（R7年1～3月）の設備投資の有無
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6.7％

6.7％
6.7％



今期（R7年1～3月）実施した設備投資の内容

・ホームページのリニューアル（建設業）

・車輌の購入（木製品製造業）

・配達車輌の購入（小売業）

20



来期（R7年4～6月）の設備投資の計画の有無

21



来期（R7年4～6月）に計画している設備投資の内容

なし
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自由記入欄へのコメント

● 5月目標でホームページ制作予定（木製品製造業）

● 10月から宿泊税の徴収が始まる。手書きの領収書をパソコンで作成する
よう変更したいので、相談したい。（宿泊サービス業）
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